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包
米
し
た
中国
の
郷
小
平
副
首
相
が
「
反
ソ
統一
戦線」
を
呼
び
か
け、
中
ソ

対
立
の
ミ
ゾ
は
さ
ら
に
探
まっ
て
い
るι
パ
ト
ナ
ム
と
ポ
ル・
ポ
ト
政
権派
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
と
の
対
立、
中
越園
内況
の
緊迫
も
続
く。
東
欧
で
は、
自
主
独
立派
の
：

ル
ー
マ
ニ
ア
は、
中国
に
緩
近し
つ
つ、
ソ
連
の
圧
力
を
け
ん
制し
て
い
る・
ま
に

た、
中
国と
長
い
間
盟
友
関係
に
あっ
た
ア
ル
パ
ニ
ア
は
中
国
と
の
離
別
を
宣
言

し
て
い
る＠
一
九
五
六
年
二
月、
ソ
連
共陸
党
第
二
十
回
大
会
で
行
わ
れ
た
ス
タ
．

l
リ
ン
批
判
は、
社
会
主
義
陣
営
の
ヒピ
割
れ、
国
際
共産
主
議
運
動の
多極
化
日日

の
重要
な
起
点
だっ
た。
そ
し
て、
五
0
年
代
宋
か
らんハ
0
年
代
初
め
に
か
け
山

て、
中
ソ
対
立
が
表面
化
し
た。
あ
の
時
か
ら
四
半
世
紀
近く
た
っ。
社
会
主
持
．

陣
営
は
今、
多一
化
と
多
額
化
に
向
かっ
て
さ
ら
に
進
も
う
と
し
て
い
る。
昨
年
一一

か
ら
今
年
初
め
に
か
け
て、
噴
き
出
て
き
た
社
会
主
義
国
同
士
の
相克
の
現
状
と

首
長、
対
立
の
中
で
も
な
お
保
ち
絞
り
る
経
済
交流
の
窓
昧
な
ど
を
さ
ぐっ
た。

地

政

学

的

な

宿

命
ホ

mAを川えた。
しかレ、

ン
ド
レ
イ・
ル
l
v
f
γ

一一川一一一十川、
川
榊川相ト

ピ

i

チ

を

し

て

い

ら
約

自
主
独
立
路
線
を
掲
げ
る
ル
l
マ
ニ

の
）

対
交
の
’
M
れ
は

川

ア
が
ソ
連
の
指
噂
方
針
に
反
旗
を
糊
す

が、

社
決
は
川町
け
る
ー

の
は、
い
ま
に
始
まっ
た
こ
と
で
は
な
ス
ク・
ル
ー
マ
ニ
ア
ぃ人川

い
・

六

二
、

三

年

に

は
、

経

済相

互

緩

溜

を

示

し

た

も

の

と

い

，《

助

会

議
｛

コ

メ

コ

ン
）

諸

国

内

の

国

際

分

ル

ー

マ

ニ

ア

と

ソ

川
ド
正

業
他
を
め
ぐっ
て
ソ
連
と
対
立、
六
八
の
関係
の
底
に
あ
ゐ
のけ

年
には、
ソ
連
のチェコ軍事介入
を

は
ソ
連
と
国慌を
隠しず

非

難

す

る

な

ど
、

と

き

に

大

胆

な

行

動

地

政

学

的

な

側

凶

が

あ
F
ハ

を
とっ
て
き
た。

累
積
赤
字
三
十
依
J
とい

昨年
十一
月
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
マニ
ア
経
済
の
不
川
かれ

構
首
脳
会
議
で
軍事
費
引
き
上
げ
問
題
資
の
不
足。
海
外
旅
行川

を
め
ぐっ
て、
ル
ー
マニ
ア
は
ソ
連
に
権
に
か
ら
む
国
民
の
叫中

世

界

に

緊

張

を

生

む
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今年の
正月、
北京
で「中国人権

恥一

凹
鴨
陪
陪
缶

宣
言」
が壁
新聞として張り出され

4一

た。
そ
の
第
八
条
は
「中
ソ
問医
は
イ

伝一

一月
二
十一
日の
北
京
放
送
に
よ
る

町一
と、
七八
年
は
「
モ
ス
ク
ワの
反
富
デオ
ロ
ギ
l
面
で
の
翌、
抗争
霊

峰一
宣
伝
の
蜜が
記
録を
つ
くっ
た
年」

在す
る
客
観
的甘
藷
は
完全
に
な
く
な

年一
で、
ソ
連
発
行
の
主
要
二
十
紙
誌
に
渇
っ
た」
と
英、
政
府
に
対
し
て
ソ
連

一

と
の
交
渉
を
求
め
て
い
る。
か
つ
て、

町二
鼓され
た反中
国
の
論文、
報道
は
千

釦一
四
百
余
編
に
達し
た、
と
い
う。
お
そ

米国
と
の
平
和
蓄
を
唱
え
た
フ
ルシ

1一
ら
く
中
国γか
ら
の
反ソ・
キヤ
ン
ペ
1

チョ
フ
路線
を
「修
正
主眼」
と
決め

一

つ
け
て
公
然
化
し
た
中
ソ
対
立
で
あ
る

一
ン
も
そ
れ
に
匹
敵
し
た
と
み
て
よ
い
だ

一
ろ
う。
昨
年
八
月
の
葱関
鋒
主
席
に
よ

一
る
ル
ー
マ
ニ
ア、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
訪

一
間をはじめ、
日中条約締結、
米中

一
正
常
化、
ベ
ト
ナ
ム・
カ
ン
ボ
ジ
ア
紛

一
争、
と
中
ソ
の
争
いー
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト

一
す
る
一
方
だ。
中
ソ
対
立
は
い
ま
や
世

罰一
界に
緊
張
を
生
む
大
き
な
要
因
に
なっ

匡一
て
い
る。

影

落

と

す

巾

カ
ン
ボ
ジ
ア
救
国
民
族
統一
戦
線
の

登
場
か
ら
ブ
ノ
ンペ
ン
制
圧、
そ
し
て

ポ
ル・
ポ
ト
派
の
巻
き
返
し
の
動
き

11
米
国
相
手
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当

時
、

カ

ン

ボ

ジ

ア

ベ

ト
山

たっ
た一
兄
弟
的
連
得一げ

た
。

へ

ン

・

サ

ム

リ

シ

恥

を、
ソ連、
ワルシャリ

支
援
を
受
け
たペ
ト
ナJ

結果だ、
と非
難すあげ

権。
ζ
れ
に
対
し
て
ベも

ま
で
も
「
カ
ン
ボ
ジ
アA

か
ら、
中国
が
米
国ど
手
を
結
ん
だい
が
あ
る
（
中
嶋
嶺
雄
「
中
ソ対
立
と
現

ま、
ζ
の
た
ぐ
い
の、
素
朴
な
主義
が
代」
）＠
ま
た、
パ
ワ
l・
ポ
リ
テ
ィ

出
て
く
る
の
は
当
然
と
もい
え
よ
う。

ッ
ク
ス
（
権
力
政治）
に
視
点
を
際
え

現
段
階
で
の
中
ソ
対
立
を
理
解す
る
て、
互
い
が
世
界の
大
国
に
な
ろ
う
と

に
は、
単
一
の
要
因
だ
け
で
と
らえ

仁す
る
争
い
と
の
見
方
も
あ
る。
ヨi
ロ

の
は
誤
り
だ
と
い
う
見
方
が
多
い＠
例
ツパ
と
ア
ヲア
が
鍍
す
る
数
千辛口
の
国

f’aa
4－
h

 

え
はド
ゆ
慢
族
的
忍
＠国
認
的
対
立

号、
四
十
万
（
ソ
連）
と
雪
千
六

③i

ι
花
作
興
憶
障
府
開
店
万
（
中
国）
の
兵力
が
に
ら
み
合
う
姿

対
立、
と
いっ
た
諸
要
閃
が
重層
的
に
は、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
よ
り
叩慨
深
い、

一
体
化
し
てい
る、
と
い
引
dら
烈割
ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム
を
感
じ
さ
E
る。
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あんぐる'79-世界に緊張を生む　中国対ソ連　朝日新聞-1979.02.05


